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セミナー参加の確認（Zoom入室記録）と、時間内にアンケート返信の方に単位付与いたしま

す。

※Zoom参加者以外の方の端末やお名前で入室された方は参加確認が出来ず単位付与できない

のでご注意ください。
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会期：2021年4月10日（土）11日（日）オンラインZoom開催

オンデマンド配信：2021年4月19日（月）～25日（日）

大会テーマ：海外留学と最新コロナ事情

大会長：森 千里 千葉大学大学院 医学研究院 医学教授/千葉大学予防医学ｾﾝﾀｰ長

後 援：一般社団法人 日本旅行業協会

主 催：一般社団法人 日本旅行医学会

●参加費：医師：12,000円（2日間）・その他 医師以外：6,000円（2日間）

●会期中デジタルポスター発表の閲覧が可能

お問い合わせ：一般社団法人 日本旅行医学会事務局

〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷1-11-6 第二シャトウ千宗202号

TEL:03-5411-2144 FAX:03-3403-5861 E-

mail:info@jstm.gr.jp
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開会挨拶 大会長：森 千里

【海外医療事情】

座長：柳澤 紘 クリニックやなぎさわ 院長

「ライム病とボストン医療事情」
演者：Dr. Lin H. Chen 
Director, Travel Medicine Center, Mount Auburn Hospital; and Faculty of Medicine, Harvard 

Medical School 

座長：石井 圭亮 大分大学医学部 救急医学講座 准教授/大分大学医学部附属病院 診療教授

「ニュージーランドのコロナ対策と旅行医学」
演者：Dr. Marc Shaw
Worldwise Travellers Health Centres of New Zealand

【旅行医学のトピックス1】

座長：西本 泰久 京都橘大学健康科学部 教授

「留学時の保険と海外での病院のかかり方」
演者：坂本 泰樹
国立病院機構小倉医療センター 泌尿器科 非常勤医師 カノヤ・トラベルメディカ 専任医師「空飛ぶドクター」

座長：落合 淳 おちあい医院 院長

「留学時に知ってほしいテロ対策医療」
演者：永田 高志
九州大学大学院 医学研究院 先端医療医学講座 災害救急医学分野 助教

【旅行医学のトピックス2】

座長：坂本 泰樹 国立病院機構小倉医療センター 泌尿器科 非常勤医師 カノヤ・トラベルメディカ
専任医師「空飛ぶドクター」

「ワクチン接種とアナフィラキシー」
演者：西本 泰久 京都橘大学健康科学部 教授

【大会長講演】

座長：鈴木 厚司 名城大学 外国語学部 事務長

「近年の国際化・グローバル化に対応した留学生の安全管理とその人材育成の必要性」
演者：森 千里
千葉大学大学院医学研究院 医学教授・千葉大学予防医学センター長

座長：川瀬 敦之 医療法人社団 旭清会 ゲートシティ大崎 メディカルクリニック 院長

「留学時に知っておきたい性感染症最新事情」
演者：尾上 泰彦
プライベートケアクリニック東京 院長

【海外特別講演】

座長：森 千里 千葉大学大学院医学研究院 医学教授・千葉大学予防医学センター長

「新型コロナウイルス感染症と三大感染症ーいかに終息させるか？」
演者：國井 修 世界エイズ・結核・マラリア対策基金（グローバルファンド）戦略・投資・効果局長

【海外招待講演】

座長：石井 圭亮 大分大学医学部 救急医学講座 准教授/大分大学医学部附属病院 診療教授

「重症新型コロナ患者の最新治療～一酸化窒素療法～」
演者：市瀬 史
ハーバード大学医学部教授/マサチューセッツ総合病院麻酔集中治療科・麻酔医

座長：西本 泰久 京都橘大学健康科学部 教授

「新型コロナウイルスワクチン最新事情～米国の臨床試験現場より～」
演者：紙谷 聡
エモリー大学小児感染症科・ワクチン治療評価部門

【旅行医学のトピックス3】
座長：前田 利郎 京都きづ川病院 消化器内科統括部長

「派遣留学生のメンタルヘルス」
演者：根本 隆洋/岩井 桃子
東邦大学医学部 精神神経医学講座 准教授/東邦大学医学部 精神神経医学講座 公認心理師

【旅行医学のトピックス4】
座長：二階堂 洋史 上靑木中央醫院 脳神経内科

「最近の国際テロリズム情勢と留学生の危機管理～「たびレジ」の活用」
演者：増田 一人
ジェイアイティーグローバルサポート株式会社 代表取締役

座長：原田 俊一 医療法人靖和会 飯能靖和病院 院長

「外国人留学生の感染症対策-結核対策を中心として-」
演者：西村 知泰
慶應義塾大学保健管理センター 専任講師

【特別講演】
座長：宮林 千春 千曲中央病院 副院長・消化器肝臓内科部長

「アルコールとうつ、自殺～「死のトライアングル」を防ぐために」

演者：松本 俊彦
国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 薬物依存研究部 部長

閉会挨拶 日本旅行医学会理事長：森 千里

総会

2021年4月10日(土） 2021年4月11日(日）

日程表

9:30

9:40

10:25

10:35

動作確認・休憩(10分）

10：00

11：00

11:20

11:30

12:15

12:45

13:30

13:40

14:25

14:35

15:10

15:20

16:05

16:15

17:00

13：00

12：00

14：00

15：00

16：00

17：00

9:30

10:25

10:35

11:30

11:40

12:20

12:50

13:30

13:40

14:20

14:30

15:40

15:45

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

昼食 デジタルポスター発表

昼食 デジタルポスター発表



7 8



9 10



11 12



13 14



15 16



17 18



19 20



21 22



23 24



25 26

大会長講演

座長 鈴木 厚司
名城大学 外国語学部 事務長

近年の国際化・グローバル化に対応した留学生の
安全管理とその人材育成の必要性

森 千里
千葉大学大学院医学研究院医学教授・千葉大学予防医学センター長
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海外特別講演

座長 森 千里
千葉大学大学院医学研究院医学教授・千葉大学予防医学センター長

新型コロナウイルス感染症と三大感染症
－いかに終息させるか？

國井 修
世界エイズ・結核・マラリア対策基金（グローバルファンド）

戦略・投資・効果局長
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海外招待講演

座長 石井 圭亮
大分大学医学部救急医学講座准教授

大分大学医学部附属病院診療教授

重症新型コロナ患者の最新治療～一酸化窒素療法～

市瀬 史
ハーバード大学医学部教授

マサチューセッツ総合病院麻酔集中治療科・麻酔医

座長 西本 泰久
京都橘大学健康科学部 教授

新型コロナウイルスワクチン最新事情
～米国の臨床試験現場より～

紙谷 聡
エモリー大学小児感染症科・ワクチン治療評価部門
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この文章を書いている時点（2021年3月1日）では、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）に全世界で一億一千万人以上が感染し、250万人以上が死亡するとい

う、1918年のインフルエンザ以来の大惨事になっています。その中でも米国は確認

された感染者数が2800万人、死亡者51万人と、どちらも群を抜いて世界最多です。

世界最高レベルの医療と最先端の医学・生物学研究を誇ってきたこの国の惨状は、

現代医療の限界と米国の社会問題を浮き彫りにしました。その一方、COVID-19の

発生から一年以内に米国企業が主導する形で全く新しいワクチンが開発され、臨床

治験でその驚異的な有効性が確認されたことは、潤沢な資金に裏打ちされた米国の

医学研究と開発力の底力を示しました。現状では各国でワクチン接種が開始され、

新規感染者数も減少傾向にありますが、全く予断を許す状況ではありません。治療

法の開発が進んでいないことも大きな課題の一つです。一酸化窒素（NO）吸入療法

は、選択的肺血管拡張薬として、新生児の肺高血圧を伴う呼吸逼迫症候群に対して

認可された治療法です。適応外ですが、成人などの肺高血圧症や右心不全などに対

する治療法としても広く用いられてきました。NOはマクロファージなどからも産生

され、抗微生物作用を持つことが知られています。中国の武漢で新型肺炎が流行し

ているというニュースが聞こえてきた2020年の初頭には、ラボで薬剤抵抗性のクレ

ブシエラ感染症に対する高濃度のNOの殺菌作用を調べていました。あまり知られて

いませんが、2004年に中国で（旧型）コロナウイルス感染症が流行した際、NO吸

入の有効性を示唆した小規模な観察研究の結果が報告されています。さらに試験管

内ではNOがコロナウイルスの増殖を阻止することも確認されていることから、集中

治療の専門医らと協力してすぐにCOVID-19に対するNO吸入の効果を調べる臨床治

験の準備に取り掛かりました。3月には軽症・中等症の患者に対する治療効果、人工

呼吸管理の重症患者に対する治療効果、医療従事者に対する予防的効果を調べる三

つの無作為化比較対照試験を並行して開始しました。今回は、これらの治験の途中

経過から、これまでにわかってきたNOのCOVID-19に対する効果についてご紹介す

るとともに、パンデミック下での臨床治験や治療経験などについてお話しする予定

です。

重症新型コロナ患者の最新治療
～一酸化窒素療法～

市瀬 史
ハーバード大学医学部教授

マサチューセッツ総合病院麻酔集中治療科・麻酔医
市瀬 史 先生 ・略歴

現職 William Thomas Green Morton Professor of Anaesthesia, Harvard Medical School 

Anesthetist, Massachusetts General Hospital, Department of Anesthesia

学歴

昭和63年3月 東京大学医学部医学科卒業

平成 8  年 9  月 11 日 医学博士（授与大学名： 東京大学）

職歴

昭和63年6月帝京大学医学部付属市原病院麻酔科研修医

平成2年4月 ハーバード大学医学部・マサチューセッツ総合病院麻酔集中治療科レジデント

平成8年9月 帝京大学医学部付属市原病院麻酔科助教授

平成11年10月 ハーバード大学医学部・マサチューセッツ総合病院麻酔集中治療科助教授

平成19年10月 ハーバード大学医学部・マサチューセッツ総合病院麻酔集中治療科准教授

平成26年5月 ハーバード大学医学部・マサチューセッツ総合病院麻酔集中治療科教授

平成27年1月 ハーバード大学医学部William Thomas Green Morton Professor of Anaesthesia

役職その他

 Chair, AHA, Cardiopulmonary, Resuscitation, and Perioperative Council

 Chair, AHA, Lung, Respiration, and Resuscitation Grant Review Study Section

 American Society of Anesthesiologists, Research Committee Member

 National Institute of Health, Surgery, Anesthesia, and Trauma Study Section Member

 American Physiological Society, AJP-Lung, Editorial Board Member

 International Conference of Hydrogen Sulfide in Biology and Medicine, Scientific Committee Member

 Association of University Anesthesiologists, Member

 Fellow of American Heart Association

 日本心臓血管麻酔学会 評議員／学術委員

 日本麻酔科学会 機関紙専門部会・部会員

専門医・指導医・認定医

 麻酔科標榜医

 日本麻酔科学会 指導医

 日本心臓血管麻酔科学会周術期経食道心エコー認定医

 American Board of Anesthesiology, Diplomat

 National Board of Echocardiography, Diplomat

業績

原著論文140編以上（英文）、著書1冊、特許5件
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新型コロナウイルスワクチン最新事情
～米国の臨床試験現場より～

紙谷 聡

エモリー大学小児感染症科・ワクチン治療評価部門

新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）は２０１９年末に中国の武漢

市で初めて人での感染が報告され、その後、世界中に感染が広がり世界保健機関

（WHO）は２０２０年３月１１日にパンデミックを宣言するに至った。その後１

年が過ぎようとしているが、新型コロナウイルスの大流行は現在も続いている。

２０２１年２月２８日現在、米国疾病予防管理センター（CDC）の報告によると、

米国における新型コロナウイルス感染数は２８０万人以上、死亡者数は５１万人

に達しており、世界で最も深刻な被害が起きている国の一つである。新型コロナ

ウイルスの感染拡大防止の手段として、手洗い、マスクの着用、ソーシャルディ

スタンスなどの対策が最も重要であるが、有効なワクチン接種による集団免疫の

獲得も要の一つと考えられている。米国ではワープ・スピード作戦と名付けられ

た行政と民間のパートナーシップによって、新型コロナウイルスワクチンの早期

開発・実用化が実施された。米国では現在、５種類のワクチンが第Ⅲ相試験中で

あり、そのうち３種類（ファイザー・ビオンテック社製、モデルナ社製、ジョン

ソン＆ジョンソン社製）のワクチンの緊急使用の許可がおりている。現在、米国

では７５００万回の接種（世界では２億回以上の接種）が実施されているが、日

本においても２０２１年２月１７日からファイザー・ビオンテック社製ワクチン

の接種が開始し、ワクチンの効果や安全性について国民の注目が集まっている。

日本で導入済もしくは導入予定のワクチンの発症予防効力は、第Ⅲ相試験におい

てファイザー・ビオンテック社製ワクチンで９４．８％、モデルナ社製で９４．

１％、アストラゼネカ社製は全体として７０．４％であった。また、各ワクチン

ともに重症COVID-19を防ぐ効力は高いことが示唆されており、かつ無症候性感染

における効力も現在進行形で研究が行われている。さらに、国民への集団予防接

種が順調に進んでいるイスラエルでは、実世界におけるmRNAワクチンの有効性

のデータも発表された。一方、いずれのワクチンも比較的高い頻度で疼痛などの

局所反応や倦怠感などの全身反応が報告されているが、すべて一過性であり、

紙谷 聡 先生 ・ 略歴

日本および米国小児科学会専門医。2008年富山大学医学部卒。国立成育

医療研究センターなどを経て2015年に渡米。現在、エモリー大学小児感

染症科に所属し小児感染症診療に携わる傍ら、米国立アレルギー感染症

研究所が主導するワクチン治療評価部門共同研究者として新型コロナウ

イルスワクチンなどの臨床試験に従事。さらに米国疾病予防管理セン

ター（CDC）とも連携して認可後の新型コロナウイルスワクチンの安全性

評価も行っている。
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多くは軽症もしくは中等症で治まっているため許容範囲内であると

評価されている。また、動物実験や第Ⅲ相試験において、以前から懸念さ

れていた抗体依存性感染増強現象（ADE）といったワクチン介在増強疾患

は認めていない。しかし、緊急使用が認可された後にmRNAワクチンでの

アナフィラキシーの症例が報告されており注視されている。２０２１年１

月１８日までのCDCの報告によると、ファイザー・ビオンテック社製ワク

チンで１００万本接種あたり４．７例、モデルナ社製で２．５例の頻度で

あるが、アレルゲンの特定などのさらなる調査が必要である。今回、これ

らのmRNAワクチンなどの最新のデータをもとに、その臨床試験の経緯や

現状、効果や安全性について議論を深め、小児や妊婦への臨床試験および

変異ウイルスへの対応といった課題についても言及したい。未曾有の感染

症への対応は行政機関や医療機関、そしてメディアとの連携が不可欠であ

るとともに、感染抑止や予防接種普及において、第一線で患者を診る医療

従事者による地域へのサポートおよび啓発が要となる。さらに、各国間で

情報を共有し協力しあうことで、この世界的なパンデミックの制御を成し

遂げることを期待したい。

旅行医学のトピックス３

座長 前田 利郎
京都きづ川病院消化器内科統括部長

派遣留学生のメンタルヘルス

根本 隆洋
東邦大学医学部 精神神経医学講座准教授

岩井 桃子
東邦大学医学部 精神神経医学講座公認心理師
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公認心理師
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旅行医学のトピックス4

座長 二階堂 洋史
上靑木中央醫院脳神経内科

最近の国際テロリズム情勢と留学生の危機管理
～ 「たびレジ」の活用

増田 一人
ジェイアイティーグローバルサポート株式会社代表取締役

座長 原田 俊一
医療法人靖和会飯能靖和病院院長

外国人留学生の感染症対策
－結核対策を中心として－

西村 知泰
慶應義塾大学保健管理センター専任講師
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～「たびレジ」の活用
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千曲中央病院副院長消化器肝臓内科部長
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広告掲載社一覧(五十音順）

株式会社アダチ

株式会社ダイナミクス

株式会社つばめLabo

株式会社富士フイルム

株式会社JCM

Travax

第19回 日本旅行医学会大会 抄録集

発行・編集：一般社団法人 日本旅行医学会

〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷1-11-6 第二シャトウ千宗202号

TEL:03-5411-2144 FAX:03-3403-5861 E-mail:info@jstm.gr.jp


